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研究成果の概要（和文）：本研究では、成人若年層においては自殺を問題解決方法として考える

傾向が高いことが示された。これらの自殺傾性や抑うつ状態の危険因子として、情緒的なスト

レスコーピングと社会的役割に対する満足度の低下が示唆された。一方、予防因子としては冷

静で計画的なストレスコーピングが示唆された。これらより、適切なストレスコーピングを習

得するための臨床心理学的介入や、就労支援などの具体的な社会的支援が、自殺予防に重要と

考えられた。 

  

研究成果の概要（英文）：This study suggests that young Japanese adults were likely to think 

suicide was one of the methods to solve problems. Emotion-oriented coping and low QOL in 

social component were risk factors for the suicidal tendency and depression, while 

task-oriented coping was a protective factor for them. Therefore, psychosocial 

interventions targeting stress-coping styles and social functions would be effective for 

preventing suicide in young Japanese adults.  
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１． 研究開始当初の背景 

 (1)日本の自殺既遂者数は、1998 年に初めて

3 万人を超え、以降 3万人レベルで推移して

いる。さらに、2008 年には 20 歳代の自殺既

遂者は過去 10 年間で 2番目という多さとな

り、30 歳代の自殺もこの 10 年で増加を示す

など、自殺既遂者の若年化傾向が認められて

いる。 
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(2)生物学的な自殺脆弱性の研究では、脳内

のセロトニン神経系のみならずノルアドレ

ナリン神経系の機能異常が着目されている。

この結果を臨床心理的観点から捕らえると、

自殺に対するストレス反応性の問題として

考えられる。一方、複雑化した現代社会にお

いて若年層が適切なストレスコーピングを

習得するには困難が伴う。これらより、成人

若年層の自殺においては、ストレスコーピン

グが及ぼす影響が重要であると考え、本研究

を開始した。 

 
 
２．研究の目的 

本研究は、今後の自殺予防のための臨床心

理学的介入方法の基礎的情報を得るため、20、

30 歳代（成人若年層）を対象とし、自記式質

問紙法およびアンケート調査によって、どの

ようなストレスコーピングが自殺の危険因

子または予防因子であるかを見出すことを

目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

(1)対象：2009 年 9 月から 2012 年 5 月にかけ

て、関西圏在住者 1545 名に直接型（集団調

査）並びに間接型（郵送調査）で調査用紙を

配布し、1132 名から回答を得た（回収率

73.3％）。回答者の内、18-39 歳の 809 名

（20.3±4.0 歳、男性 230 名、20.2±3.5 歳、

女性 579 名、20.3±4.2 歳）を本研究の解析

対象とした。なお、個人情報は収集せず、文

書ならびに口頭で本研究の内容と主旨を説

明し、同意を得た者からのみ回答を得た。 

 

(2)調査項目：質問紙は、ストレスコーピン

グを調べる Coping Inventory for Stressful 

Situation (以下、CISS)、抑うつ状態を調べ

る Zung Self-rating Depression Scale (以

下、SDS) 、 健康関連生活の質（QOL）尺度

である SF-36(以下、SF-36)、並びに自殺観と

自殺関連行動を尋ねるアンケート(以下、ア

ンケート)で構成した。 

 

(3)評価項目 

①主要評価項目は、CISS の各得点と、SDS の

自殺念慮項目（「自分が死んだほうが他の人

は幸せだと思う」）との関連性の検討を行っ

た。 

 

②副次的評価項目は、CISS の各得点と、SDS

合計点、SF-36 各尺度の得点、アンケートの

各項目との関連を検討した。また、近年、教

員のメンタルヘルスの悪化が課題となって

いることより、82 名教員を対象とし部分解析

を追加で行った。 

 

 

４． 研究成果 

(1) 対象者背景と考察 

①解析対象者の CISS の課題優先対処得点は

54.2±10.1 点、情緒優先対処得点は 47.4±

10.3 点、回避優先対処得点は 50.1±11.0 点

となり、課題優先のコーピングスタイルが最

も高い値を示した。 

 

②SDS 合計点は 41.5±8.0 点となり、「軽度の

抑うつ」レベルを示した。SDS の自殺念慮項

目（「自分が死んだほうが他の人は幸せだと

思う」）の回答は、「いつも」が 2.1%、「かな

り」が 4.2%、「時々」14.8%、「ほとんどない」

74.8% となり、自殺念慮が高い率で存在した。 

 

③SF-36 の 3 コンポーネント・サマリースコ

アでの身体的側面得点は 55.9±9.9 点、精神

的側面得点は 48.8±10.4 点、役割／社会的

側面得点は 39.7±10.9 点となり、社会での



役割に対しての満足度が低い可能性が示さ

れた。 

 

④アンケート回答：自殺念慮歴は 15.6％、自

殺企図歴は 5.2％であった。「自殺は絶対にし

てはいけない」と考える割合は 74.0％、そう

考えない割合は 7.9％となり（Figure 1）、内

閣府自殺対策推進室による平成 23 年度自殺

対策に関する意識調査とほぼ同様の結果を

得た。 

一方、「問題解決手段としての自殺もあり

うる」と考える割合は 30.0％にのぼり

（Figure 2）、「自殺は絶対にしてはいけない」

への回答との解離が見いだされた。これは、

成人若年層では漠然と自殺を否認するもの

の、何らかの困難な状況を想定させると問題

解決の手段として自殺を選択する危険性を

示唆するものであり、本研究における重要な

知見となった。 

 

    

FigureFigureFigureFigure 1 1 1 1    「「「「自殺自殺自殺自殺はははは絶対絶対絶対絶対にしてはいけにしてはいけにしてはいけにしてはいけないないないない」」」」のののの回答比率回答比率回答比率回答比率    

 

 

 

Figure Figure Figure Figure 2222    「「「「自殺自殺自殺自殺をををを課題解決手段課題解決手段課題解決手段課題解決手段とととと考考考考えますかえますかえますかえますか？」？」？」？」のののの回回回回

答比率答比率答比率答比率    

  

自殺をしてはいけない要因として、「家族

などの身近な人のため」が 87.3％で最多とな

り、社会的側面 64.5％や、宗教的側面 40.8％

は低くなり、これも平成 23 年度自殺対策に

関する意識調査と同様の結果であった。一方、

海外の研究では、自殺念慮と宗教の信仰の度

合に負の相関が報告されており、海外では宗

教が自殺予防につながっている可能性が示

唆されているが、日本の成人若年層において

は、社会的・宗教的な要因よりも、家族や周

囲の人との関係性が自殺を予防する要因で

ある可能性が考えられた。 

 

 (2) 評価項目の結果と考察 

①主要評価項目：CISS の課題優先対処得点、

情緒優先対処得点、回避優先対処得点の 3 得

点は、SDS の自殺念慮項目の回答群で有意な

ばらつきが認められた(それぞれ、p=0.002, 

p<0.001, p=0.015)。課題優先対処得点は自

殺念慮が「いつも」群で「ほとんどない」群

より有意に低く(p=0.024)、情緒優先対処得

点は「いつも」、「かなり」、「時々」の 3 群で

「ほとんどない」群より有意に高かった(そ

れぞれ p<0.001,p=0.009, p=0.001) （Figure 

3）。 

 

 Figure  Figure  Figure  Figure 3333     SDS SDS SDS SDS 自殺念慮項目自殺念慮項目自殺念慮項目自殺念慮項目のののの回答別回答別回答別回答別 CISSCISSCISSCISS のののの各各各各得点得点得点得点    

 

これらより、成人若年層では、自殺念慮が

高い者は、問題になっている出来事に対し冷

静に判断したり計画的に行動したりすると

いった対処方法（課題優先対処）よりも、感

情を発散したり感情を変化したりする対処



方法(情緒優先対処)を取る可能性が示され

た。 

 

②副次的評価 

アンケートでの「自殺は絶対にしてはいけ

ない」に「いいえ」と回答した群（7.9％）

は「はい」と回答した群より、CISS の情緒優

先対処得点が有意に高く（p=0.006）、課題解

決対処得点と回避対処得点が低かった(それ

ぞれ p=0.040、p=0.002) （Figure 4）。また、

アンケートでの自殺是認群（29.8％）は自殺

否認群（46.4％）より男女共に情緒優先対処

得点が高かった（それぞれ p＝0.015、p＝

0.040）。 

 

Figure Figure Figure Figure 4444    「「「「自殺自殺自殺自殺はははは絶対絶対絶対絶対にしてはいけないにしてはいけないにしてはいけないにしてはいけない」」」」のののの「「「「はいはいはいはい」」」」

群群群群とととと「「「「いいえいいえいいえいいえ」」」」群群群群のののの CISSCISSCISSCISS のののの各各各各得点得点得点得点    

 

SDS 合計点と CISS の各対処得点との関連

では、課題優先対処得点に負の相関（r＝－

0.22、p＜0.001）が、情緒優先対処得点に正

の相関（r＝0.51、p＜0.001）が認められた。

男性では情緒優先対処得点のみに相関を認

めた。重回帰分析では、自殺念慮歴の有無に

情緒優先対処得点が影響を示した。  

QOL の検討では、自殺肯定群は自殺否定群

に比較し、SF-36 の 8 項目比較で「日常役割

機能」と「社会生活機能」得点の低下がみら

れたが、統計学的有意差には至らなかった。 

教員群の部分解析では、教員群と非教員で

SDS 合計点と QOL に有意な差は認めなかった

が、SF-36 の 3 コンポーネント・サマリース

コアの役割／社会的側面得点が低下してお

り、教員の「働きがい」の低下が示唆された。

なお、日本では教員を対象とした QOL 研究は

今まで行われておらず、本研究が国際的な

QOL 指標を用いた本邦初の検討であった。 

 

③総合考察：今回の結果として、成人若年層

では自殺を問題解決方法として選ぶ可能性

が高いことが示された。また、自殺傾性の危

険因子としては感情を発散したり変化した

りする対処方法(情緒優先対処)が、予防因子

としては冷静に判断したり計画的に行動し

たりする対処方法（課題優先対処）が示され

た。 

中国の大学生、イギリスの 10 代の自傷行

為者、およびノルウェーの若年者における先

行研究においても、今回の結果と同様、課題

優先対処が自殺の予防因子となる可能性が

報告されている。これらより、対人関係カウ

ンセリングなどのストレスコーピング能力

を向上させる臨床心理学的介入方法が、成人

若年層の自殺予防に有用である可能性が考

えられた。 

一方、今回の検討では、海外の報告と異な

り、宗教的なものが自殺予防因子となりにく

いことも示された。また、ストレスコーピン

グの男女差も示唆された。以上より、海外で

の臨床心理学的介入方法をそのまま適用す

るのではなく、本邦の文化的側面も考慮した

臨床心理学的介入が、自殺予防にはより有用

と考えた。 

なお、今回の検討では、「社会での役割」

の満足度が低いことが示されており、就労支

援なども自殺予防には重要であることが示

された。臨床心理学的介入のみならず、社会

的な介入も含めた包括的な自殺予防対策が

今後も引き続き望まれる。 
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